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横浜市子どもの貧困対策に関する計画推進会議運営要綱 

制  定 平成 28年８月 22日 こ企第 180号（こども青少年局長決裁） 

最近改正  平成 29年７月５日  こ企第 110 号（こども青少年局長決裁） 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、横浜市子どもの貧困対策に関する計画推進会議（以下、「計

画推進会議」という。）の運営に関し必要な基本事項を定める。 

（目的） 

第２条 こども青少年局長および健康福祉局長、教育委員会事務局教育次長は、

「横浜市の子どもの貧困対策に関する計画」（以下、「計画」という。）に関し、

次に掲げる事項について計画推進会議の委員に助言を求める。 

(１) 計画の推進に関すること。

(２) 支援に係る事業・取組の実施に関すること。

（委員） 

第３条 計画推進会議の委員は、子どもや若者への支援や取組について関わり

の深い団体・組織等から適当と認める者へ就任を依頼する。 

２ 委員の任期は、就任した日から当該年度末までとする。ただし、その委員

が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残存期間とする。 

３ 委員は、再任することができる。 

（会議） 

第４条 計画推進会議の会議は、こども青少年局長が招集する。 

２ 計画推進会議の進行は、こども青少年局企画調整課が行う。 

（分科会） 

第５条 困難を抱える家庭の子どもやその保護者、重い困難を抱える子どもへ

の支援についての専門的な事項に関し、意見交換を行う必要があると、こど

も青少年局長および健康福祉局長、教育委員会事務局教育次長が認めるとき

は、分科会を設置し、分科会の委員に助言を求める。 

２ 分科会の進行は、こども青少年局企画調整課が行う。 

（謝金） 

第６条 委員には、予算の範囲内で謝金を支払う。ただし、行政機関、関連団

体の職員等にはこの限りではない。 

 （意見の聴取等） 

第７条 会議の運営上必要があると認めるときは、委員以外の者に計画推進会

議への出席を求め、その説明または意見を聞くほか、資料の提出その他必要

な協力を求めることができる。 

01071050
スタンプ



 
（会議の公開） 

第８条 計画推進会議（分科会を含む）については、一般に公開するものとす

る。ただし、委員の承諾があれば、会議の一部又は全部を非公開とすること

ができる。 

 

 （会議の傍聴手続等） 
第９条 計画推進会議の会議を傍聴しようとする者は、あらかじめ傍聴人名簿

に記入し、係員の指示により、傍聴席に入らなければならない。 
２ 傍聴定員は、先着順で 10人とする。 
３ 危険物所持等、会議場における秩序を乱すおそれがある者は、傍聴を認め

ないものとする。 
４ 傍聴人は、静粛を旨とし、計画推進会議の進行の指示に従わなければなら

ない。また、会議場において許可なく撮影、録音等を行ってはならない。 
 
 （事務局） 

第10条 計画推進会議の事務局は、こども青少年局企画調整課、健康福祉局企

画課及び教育委員会事務局教育政策推進課におき、庶務は、こども青少年局

企画調整課が務める。 

 

 

  附 則 

この要綱は、平成28年８月22日から施行する。 

 

  附 則 

この要綱は、平成29年７月５日から施行する。 

 



裏面あり 

 

ヤングケアラー支援に関する検討体制について 

 

令和４年度、ヤングケアラーに関する実態把握調査を実施し、支援策を検討するなど、子どもの貧困

対策に関する計画推進会議（外部有識者等による懇談会）の場において議論を進めてきました。 

そうした経過を踏まえ、令和５年度は、計画推進会議の分科会として、新たにヤングケアラー支援に

関する検討会を立ち上げ、関係機関の連携強化や支援の更なる拡充を図ります。 

 

 

ヤングケアラー支援に関する検討会（外部有識者等による懇談会）                 

 

(1) 目的 

①令和５年度の取組の進捗や課題の意見交換 

②令和６年度の取組等に関する意見交換 

③関係機関の連携強化や支援の更なる拡充に関する意見交換 等 

 

(2) メンバー構成 

学識経験者、民間事業者（介護、障害、外国人支援、子育て分野等）、 

学校関係者、関係団体（市社会福祉協議会等）10人程度 

 

   (3) 検討会の位置づけ 

子どもの貧困対策に関する計画推進会議の分科会として新規に設置 

【参考】子どもの貧困対策に関する計画推進会議運営要綱第５条（分科会） 

困難を抱える家庭の子どもやその保護者、重い困難を抱える子どもへの支援 についての

専門的な事項に関し、意見交換を行う必要があると、こども青少年局長および健康福祉局長、

教育委員会事務局教育次長が認めるときは、分科会を設置し、分科会の委員に助言を求める。 

 

   (4) 開催スケジュール 

      年２～３回程度（第１回【8/23】は子どもの貧困対策に関する計画推進会議と同日開催） 
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参 考 
 

「横浜市子どもの貧困対策に関する計画」の概要 

 

●第２期横浜市子どもの貧困対策に関する計画                           

 (1)  計画の趣旨 

    子どもの生まれ育った環境による生活や進学機会の格差などにより、将来の選択肢が狭ま

り、貧困が連鎖することを防ぐため、実効性の高い施策を展開し、支援が確実に届く仕組み

をつくることを目的として令和４年３月に第２期計画を策定しました。 

 

(2)  計画の対象 

       生まれる前から大学等を卒業した後の自立に向けた支援を含め概ね20 代前半までの、現に

困窮状態にある、又は、保護者の疾病・障害やひとり親家庭であることなどにより、困難を

抱えやすい状況にある子ども・若者とその家庭 

 

(3)  対象期間 

      ５か年（令和４年度～令和８年度） 

 

(4) 計画の体系 

      全ての子どもを対象とした「子どもの豊かな成長を支える教育、保育の推進」を子どもの貧

困対策の基盤として据えるとともに、４つの施策の柱に沿って取組を進めます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの貧困の背景に
留意した多面的な支援

生活基盤を整えるための
家庭に対する支援

将来の自立に向けた
子どもに対する支援

気づく・つなぐ・見守る

１ 乳幼児期の教育・保育の保障
２ つながりを重視した教育・保育の推進
３ 社会を生き抜く力を育む教育の推進
４ 学校と地域の連携・協働の推進
５ ICTを活用した教育政策の推進

１ 妊娠期から切れ目のない支援の充実
２ 地域における子育て支援
３ 様々な課題に対応する学校の取組
４ 子どもを見守る地域の取組・放課後の居場所
５ 児童虐待防止対策

１ 生活や学びの支援
２ 進学支援・就学継続支援

１ 安心して子育てをするための生活の支援
２ 経済的支援
３ 就労や自立に関する支援
４ 住宅確保に関する支援

１ ひとり親家庭に対する支援
２ 外国籍・外国につながる子どもへの支援
３ 不登校児童生徒への支援
４ 社会的養護を必要とする子どもへの支援
５ 困難を抱える子ども・若者への支援

主要施策Ⅰ

主要施策Ⅱ

主要施策Ⅲ

主要施策Ⅳ

子どもの貧困対策の基盤

子どもの豊かな成長を支える
教育・保育の推進



令和５年度
ヤングケアラーの支援に向けた取組

説 明 資 料
令 和 5 年 ８ 月 2 3 日
横 浜 市 こ ど も 青 少 年 局
こ ど も 家 庭 課

資 料 ４
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１

1 ヤングケアラー実態把握調査 実施概要

本市におけるヤングケアラー（※）の生活状況や世話をしていることによる生活への影響、
支援ニーズ等を把握し、適切な支援策を検討すること。

（※）法令上の定義はないが、一般に、本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に
行っている子どものこと。

調査目的

市内の公立学校に通う小学５年生、中学２年生、高校２年生（合計約７万５千人）

調査対象

調査内容

学校生活等に関すること 出席状況、部活動への参加状況、授業への意欲、悩み 等

家庭や家族に関すること 世話をしている家族の有無・状況・頻度、世話をしていること
による影響、周りの大人にしてもらいたいこと 等

ヤングケアラーについて ヤングケアラーという言葉の認知度、自分がヤングケアラーに
あてはまると思うか 等



１ ヤングケアラー実態把握調査 実施概要

各学校を通じ、生徒本人に調査概要や調査回答フォームの二次元コード等を記載し
た用紙を配布し、各生徒はWeb上で回答（回答は任意）。

調査手法

令和４年６月17日（金）～７月22日（金）

調査期間

全体： 45,490 人（回答率：約60.0％）

小学５年生:  22,485 人（回答率：約75.0％）
中学２年生: 19,133人（回答率：約73.6％）
高校２年生: 3,872人（回答率：約20.4％）

回答者数（率）

2



２ 調査結果から見えてきたもの

② 潜在化する傾向

③ 生活への影響と周りの大人に望むこと

① 家庭が抱える様々な課題
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幼いきょうだいや高齢の祖父母、障害のある家族など、世話を担
う子どもが直面している家庭の課題は様々であり、中には複数の課
題を抱えている場合もあります。

① 家庭が抱える様々な課題

子どもや家庭の状況を総合的にアセスメントしながら、適切な福祉
サービス等につなげていけるよう、学校、区役所等の関係機関の体
制・連携強化により、支援を進めていきます。

4

３ 調査結果を踏まえた令和５年度の取組

○ヤングケアラーは、子どもや家庭それぞれが様々な課題を抱えているため、市役
所の中で関係区局間の情報共有・連携強化を実施します。また必要な支援や情報共
有・連携体制のあり方などを継続して検討する必要があることから、有識者等を含
む会議を実施します。
〇さらに、支援についての理解を深めるため、支援に関心のある地域の方々や子ど
もと直接関わる学校や家族のケアを担う事業所を対象とした研修を実施します。



３ 調査結果を踏まえた令和５年度の取組

誰かに相談するほどの悩みではない、相談相手がいない・わから
ない等の理由で、相談経験がない子どもが多く見られます。また、ヤ
ングケアラーという言葉の認知度も高いとは言えない状況です。

② 潜在化する傾向

子ども本人や周囲の大人に対する広報・啓発を更に推進し、ヤン
グケアラーの正しい理解を深め、子どもたちが声を上げやすくすると
ともに、地域全体で子どもたちを見守り、支える環境づくりを進めて
いきます。

○子どもたちを含めた市民お一人おひとりに関心をもっていただけるよう、マンガ
など親しみやすい媒体を活用した広報・啓発を展開し、ヤングケアラーに対する認知
度向上と理解の促進を図ります。
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〇現在ヤングケアラーを支援している団体のほか、今後ヤングケアラー支援に取り
組もうとする意欲のある団体や民間事業所等の活動に団体補助を実施します。
○支援の必要な子育て家庭に向けて実施している各種ヘルパー派遣事業の委託単
価を増額し、利用機会の拡充を図ります。

勉強や睡眠、部活動等の時間が十分に取れないといった影響が見
られます。また、周囲の大人に対しては、家事や家族のお世話及び将
来のことについての相談支援や、学習面のサポートなどが求められ
ています。

③ 生活への影響と周りの大人に望むこと

子どもたちが自分の時間を確保できるよう、身体的な負担を軽減
するとともに、悩み相談等の心理的なサポートを行う取組を推進し
ていきます。

6

３ 調査結果を踏まえた令和５年度の取組



３ 調査結果を踏まえた令和５年度の取組

・対象：子どもにかかわる支援団体・者、家族のケアにかかわる施設、ヤングケアラー
支援に関心のある人等

・内容：・市実態調査から見えてきたこと、事例検討 など
・実施回数：45回（市域９、区域36）以内 ※研修の参加者に対する事後ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ（電話相談）

実施内容①研修

①ヤングケアラーに関する広報動画を広告配信中（7月21日から8月26日まで）
②特設webサイトの開設による広報啓発（９月末開始予定）
③ヤングケアラーの実話に基づく漫画の掲載（１１月末開始予定）
④各種PR広告掲載（デジタルサイネージ・SNS等）

実施内容②広報啓発

・現在ヤングケアラーを支援している団体のほか、今後ヤングケアラー支援に取り組
む意欲のある活動団体などへ補助金を交付により支援（９～１０月開始予定）

・補助対象メニュー：ピアサポート、オンラインサロン、見守り等

実施内容③補助金

※ヤングケアラー支援団体（一般社団法人Omoshiro）への委託により実施

7

・家事や育児支援を必要とする家庭がヘルパー派遣事業を利用しやすくなるように
事業者への委託単価を増額

実施内容④ヘルパー派遣



４ 子どもや家族に関する相談・支援の体制

8

こども家庭相談

学校

ヤングケアラー支援に関する庁内連絡会
（区代表(５区)、国際局、健康福祉局、教育委員会、医療局、こども青少年局）

こども家庭支援
カンファレンス

相談

かながわ子ども家庭
110番相談LINE

かながわヤングケアラー
等相談LINE（神奈川県）

区福祉保健センター

相談

連携

要保護児童対策地域協議会

・障害者支援
・高齢者支援
・生活支援など

地域の関係団体ほか

児童相談所

連携

こども家庭支援課



９

参考 調査結果概要



ヤングケアラーという言葉の認知度

20.9%

14.5%

10.3%

21.1%

20.5%

17.4%

54.2%

61.8%

68.7%

3.8%

3.2%

3.7%

あなたは「ヤングケアラー」という言葉をこれまで聞いたことが

ありますか

聞いたことがあり、よく知っている 聞いたことはあるが、よく知らない

聞いたことはない わからない、無回答

ヤングケアラーという言葉を聞いたことがある子どもは、いずれの学年も約
３～４割程度となっている。

小学５年生
（n=22,016）

中学２年生
（n=18,977 ）

高校２年生
（n=3,863 ）

１０



世話をしている家族の有無

小学５年生
（n＝22,016）

高校２年生
（n=３，８６３)

いる

20.3%

いない

71.0%

わからない・
答えたくない、無回答

８.７%

小学５年生の20.3%（５人に１人）、中学２年生の13.5%（７人に１人）、高校２年生

の5.4％（19人に１人）が家族の中に世話をしている人が「いる」と回答している。

中学２年生
（n＝18,977）

いない

78.7%

いる

13.5%

わからない・
答えたくない、無回答

7.9%

いる

５.４%

いない

89.3%

わからない・
答えたくない、無回答

5.2%

家族の中にあなたがお世話をしている人はいますか

１１



小学５年生
（n＝4,４６３ ）

あてはまる

８.６%

あてはまらない

62.8%

わからない・
答えたくない、無回答

28.5%

自分がヤングケアラーだと思う子どもの割合は、小学５年生の8.6％（全体の

約1.7％）、中学２年生の6.5％（全体の約0.9％）、高校２年生の11.0%（全体
の約0.6%）となっている。

中学２年生
（n＝2,555 ）

あてはまらない

64.0%

あなたは自分が「ヤングケアラー」にあてはまると思いますか

わからない・
答えたくない、無回答

29.5%

あてはまる

6.5%

高校２年生
（n=209)

あてはまる

11.0%
わからない・

答えたくない、無回答

32.0%

あてはまらない

56.9%

自分がヤングケアラーであると思うか
（対象：家族の世話をしている子ども）

1２



世話をしている相手
（対象：家族の世話をしており、自分をヤングケアラーだと思う子ども）

いずれの学年も「きょうだい」が最も多く、次いで「父母」「祖父母」となっている。

33.1%

13.8%

73.4%

4.2%

38.4%

16.8%

72.5%

0.6%

39.1%

17.4%

73.9%

0.0%

あなたがお世話をしている相手は誰ですか（複数回答）

小学５年生（n=384） 中学２年生（n=167） 高校２年生（n=23）

その他祖父母 きょうだい父母

1３



世話をしている理由
（対象：家族の世話をしており、自分をヤングケアラーだと思う子ども）

いずれの学年も「きょうだいが幼い」が最も多く、次いで「仕事などで保護者

の帰りが遅い」となっている。高校生は他の学年と比較し、家族の障害や病気な
どの理由が多くなっている。

59.7%

10.9%
8.5%

4.1% 3.5% 1.2%

55.2%

20.1%
11.7%

9.7% 5.8% 4.5%

43.5%

26.1%

13.0% 13.0% 13.0% 13.0%

あなたがお世話をしている理由を教えてください（複数回答）

小学５年生（n=340） 中学２年生（n=154） 高校２年生（n=23）

仕事などで保護者
の帰りがおそい

きょうだいが
幼い

高齢
（６５歳以上）

身体障害 認知症知的障害

1４



世話をしている理由の数
（対象：家族の世話をしており、自分をヤングケアラーだと思う子ども）

複数の理由で家族の世話をしている子どもも見られる。また、学年が上がる
につれ、その割合が増える傾向にある。

62.4%

10.6%

5.0%

57.8%

21.4%

5.8%

52.2%

30.4%

8.7%

お世話をしている理由の数

小学５年生（n=340） 中学２年生（n=154） 高校２年生（n=23）

1つ ２つ ３つ以上

＜お世話をしている理由＞

●きょうだいが幼い
●仕事などで保護者の帰りが遅い

●高齢（65歳以上）
●知的障害
●身体障害
●認知症
●こころの病気（うつ病など）
※疑いをふくむ

●日本語が苦手 など

1５



世話の内容
（対象：家族の世話をしており、自分をヤングケアラーだと思う子ども）

いずれの学年も、「見守り」や「家事」、「話を聞く」など様々であるが、高校生は

他の学年と比較し、多くの内容を担っている状況が見られる。

44.0%
39.6%

35.4%
31.3%

26.6% 27.1%

51.5%
57.5%

37.1% 26.3%

31.1% 29.9%

69.6%

52.2%
56.5%

47.8%

26.1% 26.1%

あなたはどのようなお世話をしていますか（複数回答）

小学５年生（n=384） 中学２年生（n=167） 高校２年生（n=23）

見守り きょうだいの
お世話や送り迎え

買い物や散歩に
一緒に行く

家事
（食事の準備や
掃除、洗濯）

話を聞く 入浴やトイレの
お世話

1６



世話の頻度
（対象：家族の世話をしており、自分をヤングケアラーだと思う子ども）

いずれの学年も「ほぼ毎日」が最も多く、高校生は約95％が週に３日以上世

話をしている状況が見られる。

小学５年生
（n=３８４ ）

中学２年生
（n=１６７ ）

高校２年生
（n=２３ ）

65.2%

66.5%

56.5%

30.4%

15.0%

20.1%

5.4%

7.3%

9.0%

13.1%

4.3%

4.2%

3.1%

あなたがお世話をしている頻度を教えてください

ほぼ毎日 週に３日～５日

週に１日～２日 １か月に数日・その他

わからない・答えたくない、無回答

1７



世話に費やす時間
（対象：家族の世話をしており、自分をヤングケアラーだと思う子ども）

いずれの学年も 「３時間未満」が最も多いが、一部の子どもについては「７時
間以上」世話をしている状況が見られる。

小学５年生
（n=384 ）

中学２年生
（n=167 ）

高校２年生
（n=23 ）

47.8%

41.9%

52.1%

34.7%

27.6%

23.9%

4.3%

14.4%

11.7%

13.0%

16.2%

12.3%

あなたは１日に何時間くらいお世話をしていますか
（日によって違う場合は、この１か月で一番長かった日の時間を教えてください）

３時間未満 ３時間～７時間未満

７時間以上 わからない・答えたくない、無回答

1８



世話をすることに感じているきつさ
（対象：家族の世話をしており、自分をヤングケアラーだと思う子ども）

子どもの過半数が、体力や気持ちの面などで大変さを感じており、特に高校
生は気持ちの面で大変さを感じている割合が高い。

32.6% 32.0%

23.2%

32.0%

10.7%

21.0%

30.5%
22.2%

39.5%

12.0%
17.4%

47.8%

30.4%

39.1%

4.3%

世話をすることに感じているきつさ（複数回答）

小学５年生（n=384） 中学２年生（n=167） 高校２年生（n=23）

体力の面で
大変

気持ちの面
で大変

時間の余裕がな
くて大変

特に大変さは
感じていない

大変さを感じている子どもは全体の54.6%

わからない・
答えたくない、

無回答
1９



世話をしていることについての相談経験
（対象：家族の世話をしており、自分をヤングケアラーだと思う子ども）

小学５年生
（n＝384 ）

ない

57.3%

ある

32.0%

わからない・
答えたくない、無回答

10.6%

小学生及び中学生の約６割、高校生の約４割が相談したことが「ない」と回答
している。

あなたがお世話をしている家族のことや、お世話の悩みについて
誰かに相談したことはありますか

中学２年生
（n＝167 ）

ある

26.3%

ない

61.7%

わからない・
答えたくない、無回答

12.0%

高校２年生
（n＝23 ）

ある

39.1%

ない

39.1%

わからない・
答えたくない、無回答

21.7%

２０



世話について相談したことがない理由
（対象：家族の世話をしており、自分をヤングケアラーだと思う子ども）

いずれの学年も「誰かに相談するほどの悩みではない」との回答が最も高く、

「誰に相談するのがよいかわからないから」「相談しても何も変わらないから」と
いった回答も見られる。

59.5%

10.5% 10.5%
7.3% 7.3%

69.9%

7.8%

16.5%

9.7% 6.8%

66.7%

33.3%

22.2% 22.2%

11.1%

お世話について相談したことがない理由を教えてください（複数回答）

小学５年生（n=220） 中学２年生（n=103） 高校２年生（n=9）

家族のことを
話したくないから

相談しても何も
変わらないから

相談できる人が
いないから

相談するほどの
悩みではないから

誰に相談するのが
よいかわからないから

２１



周りの大人にしてもらいたいこと
（対象：家族の世話をしており、自分をヤングケアラーだと思う子ども）

25.3%

16.7%
19.3%

5.5%

48.4%

7.2%

25.1%

23.4%
24.6%

8.4%

41.3%

9.0%

34.8%
30.4%

21.7%

30.4%
34.8%

8.7%

あなたは周りの大人にしてもらいたいことはありますか（複数回答）

小学５年生（n=384） 中学２年生（n=167） 高校２年生（n=23）

特にないお金の面で
支援してほしい

相談にのってほしい
（お世話や将来こと）

勉強を教えて
ほしい

自分のことについて
話を聞いてほしい

周りの大人にしてもらいたいことがある

子どもは全体の46.7%

子どもの約半数が、周囲の大人に対し、「自分のことについて話をきいてほし
い」「勉強を教えてほしい」など、してもらいたいことが「ある」と回答している。

わからない・
答えたくない、

無回答

2２



お互いの話をしたり、共有し合う場への参加意向
（対象：家族の世話をしており、自分をヤングケアラーだと思う子どものうち、周りの大人にしてもらい
たいこととして、「自分のことについて話を聞いてほしい」 「家族の世話について相談にのってほしい」
と回答した子ども）

子どもの半数以上が、お互いの話をしたり、共有し合う場に参加したいと
回答している。

家族のお世話をしている子どもたちが集まってお互いの話をしたり、

悩みを共有し合う場があれば参加したいと思いますか
３学年合計（n＝166 ）

参加したい（オンライン含む）

56.2%参加したくない

32.5%

わからない・
答えたくない、無回答

11.3%

2３



世話をしていることによる影響
（対象：家族の世話をしており、自分をヤングケアラーだと思う子ども）

子どもの約４割が、「自分の時間が取れない」「宿題など勉強する時間がない」

などの世話による影響を受けている。

21.4%

11.2%
15.4%

12.2%

2.1%

52.1%

9.3%

21.0%
15.0%

10.8%
12.6%

3.6%

50.3%

12.6%

39.1%
34.8%

21.7%
17.4%

8.7%

34.8%

8.6%

世話をしているために、やりたいけれどできていないこと（複数回答）

小学５年生（n=384） 中学２年生（n=167） 高校２年生（n=23）

特にない宿題など
勉強する時間

がない

友達と
遊ぶことが
できない

部活動、
クラブ活動や

習い事ができない

自分の時間
が取れない

ねむる時間
が足りない

世話をしていることにより、影響を受けている

子どもは全体の39.3%

わからない・
答えたくない、

無回答

2４
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